
選 考 結 果 総 括 表 

府省庁名 外務省 

 

役職 

現任者 任命予定者 

選考経過 
氏名 年齢

当初就任

年月日 
前職 氏名 年齢 現(前)職 

(独)国際協力

機構 

 

副理事長 

 

欠員    堂道 秀明 63 特命全権大使 

（経済外交担当） 

[外務省 OB] 

 
応募総数 49 名 

↓ 
書類選考 

    ↓（4 名） 
面接 

     ↓（2 名) 
任命権者が選任 

↓ 
所管大臣に協議 

※ 公務員ＯＢ該当者は、現任者及び任命予定者の「現（前）職」欄に[OB]と記載すること。 



役　職 氏　　名 年齢
当初就任
年月日

任期
任期満了
年月日

前　　歴 氏　　名 年齢 前　　　歴

理事長 田中　明彦 57 H24.4.1 4 H27.9.30 東京大学副学長 外務大臣

公募 副理事長 堂道　秀明 63
特命全権大使

（経済外交担当）
理事長 H24.4.25

理　事 黒川　恒男 59 H23.9.1 2 H25.9.30 (独)国際協力機構理事長室長 理事長

理　事 荒川　博人 60 H24.4.20 2 H24.9.30 （独）国際協力機構上級審議役 理事長

理　事 市川　雅一 52 H23.8.1 2 H25.9.30
経済産業省大臣官房審議官（戦略輸出担
当）
【役員出向】

理事長

理　事 佐々木　弘世 61 H22.1.1 2 H25.9.30 （独）国際協力機構人事部長 理事長

理　事 渡邉　正人 55 H23.9.1 2 H25.9.30
外務省大臣官房参事官
（独）国際協力機構総務部長
【役員出向】

理事長

理　事 小寺　清 60 H22.4.1 2 H25.9.30

財務省副財務官
世界銀行・IMF合同開発委員会事務局長
（兼副官房長）
【ＯＢ】

理事長

監　事 伊藤　隆文 58 H23.10.1 2 H25.9.30
(独)国際協力機構青年海外協力隊事務局
長

外務大臣

監　事 黒川　肇 54 H23.10.1 2 H25.9.30
公認会計士
有限責任監査法人トーマツ東京事務所パブ
リックセクター部マネジャー

外務大臣

(独）国際協力機構 役員名簿新旧対照表

任命権者 発令（予定）日
現　　　　任　　　　者 任命(予定)者

欠員
(H23.10.1～）



（独）国際協力機構副理事長 選任理由 

 

 本法人の使命は、「全ての人々が恩恵を受ける、ダイナミックな開

発」というビジョンの下、技術協力・資金協力等を通じて、開発途

上国の経済・社会の開発や復興を支援することにある。 

 そうした組織にあって、本ポストには、そのミッションとして、

国際情勢や国際的開発課題等に関して広い視野と適切な理解を持ちつ

つ、当法人を代表し、理事長を補佐して重要な運営方針の意思決定に参

画するとともに、その所掌業務全般及び組織運営の統括を担当すること

が求められる。 

 本件公募に対しては、４９人の応募があり、選考委員会による書

類選考で４人に絞られた候補者について、選考委員会が面接を行っ

た上で、最も高い評価を得た２人を任命権者に提示し、これに基づ

き、所管大臣との協議を経た上で、任命権者が堂道 秀明氏を選任

したところである。 

 任命理由は、堂道氏は、外務本省及び在外公館において組織のマネ

ージメントの経験を有し、外交政策及び国際協力に係る的確な認識に基

づき、本法人の組織運営全般について明確なビジョンを有することなど、

職務内容書で必要とされる能力、経験が十分にあり、かつ、本法人の経

営運営改革を実施するという明確な目的意識と情熱を持つことなどが、

選考委員会に最も高く評価されたことによるものである。特に同人は、同

省の中東アフリカ局長、駐インド特命全権大使等の要職を務め、本法人

が取り組む国際協力の現場に通暁するという強みをもっており、所管大

臣及び理事長もそうした経験と情熱に大いに期待しているところである。 



 

選考委員会の属性について 

 

【外務省】 

 

・独立行政法人国際協力機構 

 

選考委員会のメンバーの属性は以下のとおり 

   ・会社役員    1 名 

   ・大学教授    1 名 

   ・ジャーナリスト 1 名 

                

    計       3 名 
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